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The Suitability Evaluation of Aromatic
Amorphous Thermoplastics as Matrix Resin
for CFRTPHaving High Thermal Stability
Toshihira Irisawa, Ryo Hashimoto, Masahiro Arai,

and Yasuhiro Tanabe
Graduate School of Engineering, Nagoya University,
Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya 464-8603, Japan
The mechanical properties of CFRTPs made with

polyetherimide (CFRTP-PEI) and polyethersulfone (CFRTP-
PES) and the interfacial shear strength between CF and each
polymer (CF/PES and CF/PEI) have been investigated. The
relationships between measured parameters have been also
discussed. The modulus and strength of both CFRTP achieved
over 85% and 80% of theoretical values calculated from the rule
of mixtures, respectively. For this reason, it is thought that the
interfacial adhesion of CF/PES and CF/PEI effectively works for
mechanical properties. The modulus of both CFRTPs and the
strength of CFRTP-PEI showed almost constant below 150 °C.
On the other hand, the modulus of both CFRTP markedly
decreased above 150 °C and the strength of CFRTP-PEI began
to decrease above 100 °C. The modulus of CFRTP-PES at
100 °C became 70 % of that at 25 °C. The interfacial shear
strength of CF/PES and CF/PEI didn’t decrease but the
mechanical properties of each polymer obviously decreased
below 100 °C. These results suggest that the thermal stability of
CFRTPs is influenced not by interfacial adhesion but by the
mechanical properties of matrix resins. J. Fiber Sci. Technol.,
73(3), 61-66 (2017) doi 10.2115/fiberst.2017-0008 © 2017 The
Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Application of Atmospheric Pressure Plasma
Jet to Surface Functionalization of

Natural Fiber
Keiko Gotoh, Tomoko Ohi, and Ryoko Yasukawa
Faculty of Human Life and Environment, Nara
Women’s University, Kita-uoya-nishi-machi, Nara
630-8506, Japan
The atmospheric pressure plasma (APP) jet was applied to

the surface treatment of natural fibers, cotton, wool and silk.
From the SEM observation, the wool and silk fibers were found
to be slightly damaged after the APP treatment. X-ray
photoelectron spectroscopic results showed that the oxygen
concentration on the fiber surfaces increased by the APP
treatment, especially for wool. Little change in mechanical
properties of the fabrics was found, whereas the water wicking
into the fabric enhanced after the APP treatment. In the case of
the wool fabric, the water wicking remarkably increased and the
quick drying did not significantly decrease due to the APP
treatment. In the inkjet dyeing of wool fabric with acid dye, the
color deepening at the initial stage of dyeing process
considerably increased by the APP pre-treatment. J. Fiber Sci.
Technol., 73(3), 67-74 (2017) doi 10.2115/fiberst.2017-0009 ©
2017 The Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

The Effect of Mixing Ratio against Material
Properties of Knitted Fabric Made by

Blended Yarn with Polypropylene and Cotton
Hideaki Mizuhashi＊1, Masayoshi Kamijo＊1,
Hiroaki Yoshida＊1, and Masahiko Kubo＊2

＊1 Faculty of Textile Science and Technology, Shinshu
University, 3-15-1 Tokida, Ueda-shi, Nagano 386-8567,
Japan

＊2 Daiwabo Neu Co., Ltd., 3-6-8 Kyutaromachi, Chuo-ku,
Osaka 541-0056, Japan
The purpose of this study is to investigate relationship

between material property and mixing ratio about blended yarn
made from polypropylene(PP) and cotton. Material properties
were measured by Kawabata Evaluation Sysytem(KES), Japan
industrial Standards(JIS) and BOKEN standards. Hardness of
fabric was increased by blending of cotton to PP. Resilience of
fabric against mechanical defomation was decreased by blending
of cotton to PP. Friction of surface was increased by blending PP
to cotton because of cross-section of shape of fiber. Water
transport ability and thermal insulation performance of fabric
were encouraged by blending PP to cotton. The presence of
optimal blending ratio for human has been suggested about
fabric made by PP and cotton. J. Fiber Sci. Technol., 73(3), 75-
81 (2017) doi 10.2115/fiberst.2017-0010 © 2017 The Society
of Fiber Science and Technology, Japan
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平成29年度繊維学会主要行事予定

複写される方へ

Journal of Fiber Science & Technology（JFST）
「平成 29年度年次大会発表論文特集号」

平成 29 年 6 月 7 日㈬～9日㈮に平成 29 年度年次大会を東京都江戸川区のタワーホール船堀で開催いたしま
す。

今年度は初めての試みとして、繊維学会論文誌 Journal of Fiber Science & Technology（JFST）に、年次大会
特集号を以下の 2つの分野を中心に企画いたしました。
1. セルロースナノファイバー（特別セッション 1）
2. 繊維・高分子材料と放射光（特別セッション 2）
上記の 2セッションで発表をされた発表はもとより、一般発表分野で関連する発表をされた場合も投稿を歓

迎致します。具体的には、「3. 繊維・高分子材料と物理」で放射光を用いた構造解析について発表した場合、「7. 天
然繊維・生体高分子」でセルロースナノファイバーに関する発表した場合、など広くとらえていただければ幸
いです。皆様の積極的なご投稿をお待ち申し上げております。
投稿に関してご不明な点は、遠慮なく、下記担当者までメールにてお問い合わせください。
本特集号への論文投稿に関する特典とスケジュールは下記のとおりです。

特典：投稿料の半額を、年次大会実行委員会よりサポートします。
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予備登録締切：平成 29 年 3 月 31 日（仮タイトル、仮著者、連絡先の登録）
論文投稿締切：平成 29 年 6 月 30 日
採択論文掲載：平成 29 年 12 月号
投稿を希望される方は、平成 29 年 3 月 31 日までに、仮タイトル、仮著者、責任著者の情報

（氏名、所属、役職、住所、電話番号、メールアドレス）をご連絡ください。
担当者：斉藤継之（年次大会副実行委員長）

東京大学 大学院農学生命科学研究科 生物材料科学専攻
E-mail : asaitot@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp TEL : 03－5841－8199

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

総会・年次大会 平成29年 6 月 7 日㈬～ 9日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀）

繊維の基礎講座 平成29年 7 月13日㈭、14日㈮ キャンパス・イノベーション
センター（東京）

第 47 回夏季セミナー 平成29年 8 月 8 日㈫～10日㈭ みんなの森 ぎふメディアコ
スモス（岐阜市）
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平成29年度技術士「第一次試験受験講習会」

主 催：（一社）日本繊維技術士センター（JTCC）
講習科目：
（1）基礎科目：設計・計画・品質管理、情報・論理、解析、材料・化学・バイオテクノロジー、環境・エネルギー

・技術（技術史など）
（2）適性科目：技術士の倫理
（3）専門科目（繊維部門）：紡糸、加工糸、紡績、織布、ニット、不織布、浸染・捺染、繊維加工、縫製、繊維製

品試験法・表示法、など
注：技術士第一次試験の共通科目は 25 年度から廃止されています。

講習会開催日時および会場：
（1）大阪会場：講義 5月 20、27 日、6月 3、10、17、24 日、7月 1 日㈯ 計 7日間：時 間：9:30～17:00

模擬試験：8月 26 日㈯ 9:30～15:00
会 場：JTCC本部事務所内（大阪市中央区備後町 3－4－9 輸出繊維会館 6階）

（2）名古屋会場：講義 5月 20 日、6月 10、17 日、24 日㈯ 計 4 日間 時 間：9:30～17:00
模擬試験：8月 26 日㈯ 9:30～15:00
フォローアップスクーリング：9月 9日㈯ 9:30～12:40
会 場：JTCC東海支部橦木町事務所（名古屋市東区橦木町 1－1）

（3）東京会場：講義 6月 3日、17 日、7月 1 日、15 日、29 日㈯ 計 5日間 時 間：9:30～17:30
模擬試験：8月 26 日㈯ 9:30～15:00
模擬試験フォローアップ：9月 2日㈯ 9:30～16:50
会 場：JTCC関東支部事務所（東京都日本橋小伝馬町滋賀ビル 506 号）

（4）福井会場：講義 6月 24 日、7月 1 日、8日㈯ 計 3日間（ただし専門科目のみ） 時 間：9:00～17:00
模擬試験：8月 26 日㈯ 9:30～15:00（全科目を実施）
会 場：福井県中小企業産業大学校（福井市六条町 16－15）

平成29年度技術士「第二次試験受験講習会」

主 催：（一社）日本繊維技術士センター（JTCC）
講習科目：
（1）必須科目：講義：繊維部門の択一式問題への対応（6－1、6－2、6－3、6－4 の各専門分野と業界動向）
（2）選択科目：講義：分野別論文（筆記式）試験への対応（過去問題とその解答例・解説等）

演習問題：各専門分野毎に演習問題を提示し、その解答に対する添削指導実施
模擬試験：本試験と同形式で模擬試験を実施し、その解答に対する添削指導実施

講習会開催日時および会場：
（1）大阪会場：講義 3月 25、4 月 1、22 日、6月 10 日㈯ 計 4 日間

時 間：9:30～17:00（演習問題の添削個別指導含む）
模擬試験：5月 13 日㈯ 9:45～16:45
会 場：中央会館（〒542－0082 大阪市中央区島之内 2丁目 12 番 31 号）

（2）名古屋会場：講義；3月 18 日、25 日、4 月 15 日㈯ 計 3日間（ただし選択科目のみ）
（上記外に、通信式で演習問題の添削個別指導実施） 時 間：9:30～17:00
模擬試験：5月 13 日㈯ 9:30～16:45（全科目実施）
フォローアップスクーリング 5月 27 日㈯ 9:30～12:40
会 場：JTCC東海支部橦木町事務所（名古屋市東区橦木町 1－1）

（3）東京会場：講義 4月 15 日、22 日、5月 20 日、6月 10 日㈯ の計 4 日間
時 間：9:30～16:30 頃まで（日により異なる） 予備日：6月 24 日
模擬試験：5月 27 日㈯ 9:20～16:50
会 場：JTCC関東支部事務所（東京都日本橋小伝馬町 12－9 滋賀ビル 506 号）

第一次、第二次講習会の講師：JTCC会員を中心に、各分野の経験豊富な専門技術者が担当します。
その他：遠隔地ないし勤務などの都合で、講義に参加できない方については、通信教育でのご指導も可能です。ご

希望の内容により、詳細を相談させていただきます。
詳細（費用など）については JTCCホームページを参照ください。
または、JTCC本部、および各支部にお間い合わせください。
JTCC本部 〒541－0051 大阪市中央区備後町 3丁目 4 番 9号 輸出繊維会館 6階

大阪会場 TEL : 06－6484－6506 FAX : 06－6484－6575
JTCC東海支都 〒460－0008 名古屋市中区大須 1一丁目 35 番 18 号 一光大須ビル 7階

㈶中部科学技術センター内 TEL : 052－231－3043 FAX : 052－204－1469
JTCC関東支部 〒103－0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 12－9 滋賀ビル 5階

TEL : 03－5643－5112 FAX : 03－5614－0103 E-mail : jtcc-kt@nifty.com
（関東支部長溝口：携帯 090－4960－4765 E-mail : tymizoid@yahoo.co.jp
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談話会「日本のアパレルファッション
産業の現況と今後に向けて」

主 催：繊維学会 繊維加工研究委員会
共 催：日本家政学会関東支部（予定）、日本繊維消費

科学会（予定）
日 時：平成 29 年 3 月 24 日㈮ 14:00～15:30
場 所：昭和女子大学 大学 1号館 7階

（世田谷区太子堂 1－7）
講 演：「日本のアパレルファッション産業の現況と

今後に向けて」
日本アパレル・ファッション産業協会

専務理事 戸張隆夫
参加費：繊維加工研究委員会委員（無料）、繊維学会会

員及び共催学会員（500 円）
一般（1,000 円）、学生（無料）

申込＆問合せ先：日本女子大学家政学部被服学科
増子富美

〒112－8681 東京都文京区目白台 2－8－1
FAX : 03－5981－3481
E-mail : fumimasuko:fc.jwu.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第71回WIN定例講演会・
第26回人間情報学会講演会
WIN・中野 ICTCO連携講演会

「地球の安心安全、地域経済活性化」
主 催：特定非営利活動法人ウエアラブル環境情報

ネット推進機構（WIN）
（一社）中野区産業振興推進機構（ICTCO）

日 時：平成 29 年 4 月 19 日㈬ 15:00～16:50
場 所：中野サンプラザ 13 F スカイルーム

（中野区中野 4－1－1）
プログラム：講演 5件と懇親会

詳細はURL : http : //www.npowin.org/j/（NPO法
人WIN）http : //www.ahi-soc.info/（人間情報学
会）を参照ください。

問合せ先：NPO法人WIN事務局/人間情報学会事務局
〒100－0006 東京都千代田区有楽町 1－12－1
新有楽町ビル 247
TEL : 03－5252－7382 FAX : 03－5252－7386
E-mail : admin@npowin.org

――――――――――――――――――――――――

第158回講演会
「ポリマーブレンド・コンポジットの
分析におけるポイントと事例」

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 29 年 4 月 25 日㈫
場 所：東工大蔵前会館 ロイアルブルーホール
プログラム：講演 5件

詳細はプラスチック成形加工学会のホームページ
を参照ください。

申込＆問合せ先：
ホームページの本講演会会告の申込フォームから
申し込みください。
（一社）プラスチック成形加工学会 事務局
〒141－0032 東京都品川区大崎 5－8－5
グリーンプラザ五反田第 2 205
TEL : 03－5436－3822 FAX : 03－3779－9698

――――――――――――――――――――――――

第22回製紙技術セミナー
「－－最新塗工技術－－」

主 催：紙パルプ技術協会（JAPAN TAPPI）
日 時：平成 29 年 5 月 18 日㈭、19 日㈮

場 所：タワーホール船堀 小ホール
（東京都江戸川区船堀 4－1－1）

プログラム：
特別講演
製紙技術の基礎としての紙物性とその考え方

京都大学 山内龍男
デジタル教科書の現状と展望

東京書籍 川瀬 徹
サプライヤー講演 10 件
製紙会社事例発表 4件
詳細はホームページ http://www.japantappi.
org を参照ください。

申込＆問合せ先：
〒104－8139 東京都中央区銀座 3－9－11
紙パルプ会館 11 階
紙パルプ技術協会
TEL : 03－3248－4841 FAX : 03－3248－4843

――――――――――――――――――――――――

プラスチック成形加工学会
第28回年次大会

「先進成形加工 素材と技術のマリアージュ」
主 催：（一社）プラスチック成形加工学会
日 時：平成 29 年 6 月 14 日㈬、15 日㈭
場 所：タワーホール船堀（江戸川区船堀 4－1－1）
プログラム：特別講演 1件、6セッション、

学生＆一般ポスターセッション、成形加工「特別
授業」
ダイバーシティ交流会、企画展示、機器展示会
詳細はURL http://www.jspp.or.jpを参照ください。

――――――――――――――――――――――――

日本接着学会 第55回年次大会
主 催：（一社）日本接着学会
日 時：平成 29 年 6 月 15 日㈭、16 日㈮
場 所：関西大学 100 周年記念会館

（大阪府吹田市山手町 3－3－35）
プログラム：特別講演、各受賞講演、ポスター発表、

口頭発表
詳細は学会HP http://www.adhesion.or.jp/nenkai
2017/を参照ください。

問合せ先：（一社）日本接着学会事務局
〒556－0011 大阪市浪速区難波中 3－9－1

難波ビルディング 407 号
TEL : 06－6634－8866
E-mail : info-hnb@adhesion.or.jp

――――――――――――――――――――――――

日本糖質学会 第36回年次大会
「糖質、複合糖質に関する
基礎研究や応用研究」

主 催：日本糖質学会
日 時：平成 29 年 7 月 19 日㈬～21 日㈮
場 所：旭川市文化会館（北海道旭川市 7条通り 9－50
プログラム：特別講演、レジェンドレクチャー、男女

共同参画企画、奨励賞受賞講演
一般講演、ポスター発表

詳細は学会HP http://www.jscr.gr,jp を参照くだ
さい。

問合せ先：〒078－8510 北海道旭川市緑ヶ丘東 2条
1－1－1

旭川医科大学医学部微生物学講座
若宮・大谷
TEL : 0166－68－2393
E-mail : jscr 36@asahikawa-med.ac.jp
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